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第
二
章　

信
用
及
び
業
務
に
対
す
る
罪

第
一
項　
信
用
毀
損
罪
・
業
務
妨
害
罪

　
（
信
用
毀
損
及
び
業
務
妨
害
）

第
二
百
三
十
三
条　

虚
偽
の
風
説
を
流
布
し
、
又
は
偽
計
を
用
い
て
、
人
の
信
用
を
毀
損
し
、
又
は
そ
の
業

務
を
妨
害
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一　

手　

段

　

虚
偽
の
風
説
を
流る

布ふ

す
る
か
、
又
は
偽
計
を
用
い
る
か
ど
ち
ら
か
の
方
法
を
使
っ
た
こ
と
が
要
件
で
あ
る
。

二　

結　

果

　

右
の
方
法
で
他
人
の
信
用
を
毀
損
す
る
か
業
務
を
妨
害
す
る
行
為
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
犯
罪
は
成
立
す

る
。
実
務
上
は
、
現
実
に
結
果
が
発
生
し
た
事
案
を
処
罰
す
る
例
が
多
い
が
、
法
律
的
に
は
、
信
用
を
現
実
に
毀

損
し
、
業
務
を
現
実
に
妨
害
す
る
と
い
う
意
味
で
の
結
果
発
生
は
必
要
で
は
な
い
。

三　

虚
偽
の
風
説
の
流
布

　

実
際
の
事
実
と
は
異
な
る
事
実
・
噂
を
不
特
定
又
は
多
数
の
人
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、
特
定
の
少
数
の
人
に

告
げ
て
そ
れ
が
順
次
伝
播
し
て
ゆ
く
こ
と
を
認
識
し
て
い
れ
ば
流る

布ふ

に
当
た
る
。

四　

偽
計
を
用
い
る

　

欺ぎ
も
う罔
・
計
略
な
ど
を
使
う
こ
と
を
い
う
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
虚
偽
の
犯
罪
予
告
を
警
察
署
職
員
ら
に
対
す

る
偽
計
業
務
妨
害
と
し
た
も
の
と
し
て
東
京
高
判
平
二
一
・
三
・
一
二
高
刑
集
六
二
・
二
一
）。
威
力
（
二
三
四

条
）
に
当
た
る
も
の
や
、
悪
戯
（
軽
犯
罪
法
一
条
三
一
号
）
程
度
の
も
の
は
除
か
れ
る
が
、
必
ず
し
も
人
の
錯
誤

に
直
接
結
び
つ
く
必
要
は
な
い
。
暗
証
番
号
等
盗
撮
用
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
客
を
誘
導
す
る
た
め
、
一

般
客
を
装
っ
て
隣
接
す
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
占
拠
し
続
け
る
行
為
も
偽
計
と
さ
れ
る
（
最
決
平
一
九
・
七
・
二
未
刑
集
六

一
・
三
七
九
）。

五　

信
用
の
毀
損

　

人
の
財
産
的
・
経
済
的
な
側
面
で
の
評
価
、
主
と
し
て
支
払
能
力
や
支
払
意
思
に
関
す
る
信
頼
を
「
信
用
」
と

い
う
が
、
販
売
さ
れ
る
商
品
の
品
質
に
対
す
る
社
会
的
な
信
頼
も
含
ま
れ
る
（
最
判
平
一
五
・
三
・
一
一
刑
集
五

七
・
二
九
三
）。「
毀
損
」
は
、
信
用
を
低
下
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
を
作
り
出
す
だ
け
で
よ
い
（
大
判
明
四

四
・
四
・
一
三
刑
録
一
七
・
五
五
七
等
）。

六　

業
務
の
妨
害

　
「
業
務
」
は
、
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
地
位
に
基
づ
い
て
継
続
的
に
行
う
事
務
又
は
事
業
の
こ
と
で
あ
る
。

妨
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
を
作
り
出
せ
ば
既
遂
で
あ
る
（
最
判
昭
二
八
・
一
・
三
〇
刑
集
七
・
一
二
八
等
）。

具
体
例
と
し
て
は
、
通
話
料
金
の
自
動
的
課
金
を
不
能
に
す
る
装
置
で
あ
る
マ
ジ
ッ
ク
ホ
ン
を
取
り
つ
け
て
電
々

公
社
の
通
話
料
金
課
金
業
務
を
妨
害
し
た
事
例
（
最
判
昭
五
九
・
四
・
二
七
刑
集
二
七
・
二
五
八
四
等
。
た
だ

し
、
二
四
六
条
の
二
（
▽
330
頁
参
照
）
が
設
け
ら
れ
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）、
わ
ず
か
三
か
月
足

ら
ず
の
う
ち
に
飲
食
店
に
九
七
〇
回
も
無
言
電
話
を
か
け
た
事
例
（
偽
計
業
務
妨
害
・
東
京
高
判
昭
四
八
・
八
・
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七
高
刑
集
二
六
・
三
二
二
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
権
力
的
業
務
に
伴
う
強
制
力
が
直
ち
に
行
使
さ
れ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
な
い
場
面

・
・
・
・

で
は
公
務
も
本
条
の
業
務
に
当
た
る

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
（
東
京
高
判
平
二
一
・
三
・
一
二
前
掲
、
九
五
条
の
解
説
六
▽
579
頁
参
照
）。

七　

特
別
法

　

組
織
的
な
態
様
に
よ
る
又
は
団
体
の
不
正
権
益
の
獲
得
・
維
持
・
拡
大
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
五
年
以
下
の

懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
刑
が
加
重
さ
れ
て
い
る
（
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
三
条
）。

第
二
項　
威
力
業
務
妨
害
罪

（
威
力
業
務
妨
害
）

第
二
百
三
十
四
条　

威
力
を
用
い
て
人
の
業
務
を
妨
害
し
た
者
も
、
前
条
の
例
に
よ
る
。

一　

威
力
を
用
い
る

　

古
く
か
ら
挙
げ
ら
れ
る
有
名
な
事
件
は
、
営
業
中
の
百
貨
店
の
食
堂
に
蛇へ
び

を
ま
き
散
ら
し
た
と
い
う
も
の
で

（
大
判
昭
七
・
一
〇
・
一
〇
刑
集
一
一
・
一
五
一
九
）、
今
日
で
は
も
は
や
昔
ば
な
し
で
あ
る
が
、
本
罪
の
「
威

力
」
と
い
う
も
の
を
理
解
す
る
う
え
で
参
考
と
な
ろ
う
。
人
の
意
思
を
制
圧
す
る
に
足
り
る
勢
力
を
示
す
こ
と
を

い
い
、
暴
行
・
脅
迫
を
含
み
、
地
位
や
集
団
の
力
を
利
用
す
る
場
合
も
あ
る
。
悪い
た
ず
ら戯
な
ど
で
他
人
の
業
務
を
妨
害

し
た
に
す
ぎ
な
い
と
き
は
、
軽
犯
罪
法
（
一
条
三
一
号
）
が
適
用
さ
れ
る
。

　

労
働
争
議
に
伴
っ
て
、
会
社
側
の
業
務
の
遂
行
を
労
働
者
側
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
集
団
で
座
り
込
む
な
ど
し

て
妨
害
す
る
例
が
多
い
。
労
働
争
議
に
随
伴
し
て
発
生
す
る
威
力
業
務
妨
害
に
あ
っ
て
は
、
業
務
妨
害
の
行
為
そ

れ
自
体
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
労
働
組
合
法

一
条
二
項
に
「
刑
法
三
五
条
の
規
定
は
、
労
働
組
合
の
団
体
交
渉
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
前
項
に
掲
げ
る
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
し
た
正
当
な
も
の
に
つ
い
て
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。」
と
あ
り
、
正
当
な
労
働
争
議
行

為
は
、
犯
罪
の
構
成
要
件
に
当
て
は
ま
っ
て
も
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
て
犯
罪
が
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
同
法
一
条
二
項
但
書
は
「
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
暴
力
の
行
使
は
、
労
働
組
合
の
正
当
な

行
為
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
て
、
暴
力
の
行
使
と
認
め
ら
れ
る
行
為
は
、
争
議
行
為
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
も
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
な
い
。
裁
判
例
に
お
い
て
「

・
・
・
・
・
・
・・

・威
力
・
・
」
と
さ
れ
た

・
・
・
・
・
も・
の・
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

１　

地
位
、
権
勢
を
利
用
し
た
も
の

　
「
将
来
米
一
合
ノ
収
穫
ナ
キ
モ
又
畦ケ
イ
ハ
ン畔
ノ
損
壊
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
足
ノ
骨
一
本
折
ル
ル
事
ア
ル
モ
隣
地
ノ
者

ノ
所
為
ト
疑
フ
勿ナ
カ

レ
此
田
地
ヲ
耕
作
ス
ル
モ
ノ
ハ
白
骨
ト
ナ
リ
テ
帰
ル
コ
ト
モ
ア
ル
ヘ
シ
尚
帰
途
ニ
ハ
注
意
セ

ヨ
」
と
申
し
向
け
た
事
例
（
大
判
明
四
三
・
二
・
三
刑
録
一
六
・
一
四
七
）、
七
〇
数
名
の
者
が
ス
ク
ラ
ム
を

組
む
な
ど
し
、
工
場
長
ら
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
専
務
室
に
乱
入
し
、
同
工
場
長
を
乱
入
者
の
一
団
と
対
席
さ

せ
、
そ
の
質
問
に
身
を
さ
ら
さ
せ
（
最
判
昭
二
八
・
一
・
三
〇
刑
集
七
・
一
二
八
）
あ
る
い
は
、
執
務
中
の
課

長
を
事
務
所
外
の
組
合
本
部
前
広
場
ま
で
連
行
し
、
そ
の
後
約
三
時
間
四
〇
分
も
の
長
時
間
に
わ
た
っ
て
、
組

合
員
数
百
名
と
円
陣
を
作
っ
て
取
り
囲
む
な
ど
し
た
事
例
（
最
決
昭
三
二
・
一
二
・
二
四
集
一
一
・
三
三
四

九
）
な
ど
が
こ
の
類
型
に
属
す
る
。

２　

業
務
執
行
行
為
自
体
に
実
力
行
使
を
加
え
た
も
の
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本


